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事業情報

維持管理点検ルートの点検性・通⾏性の照査【橋梁】CASE 14

実施内容 • 本⼯事は桁⽀点部に付属品関係が密集しているが、発注図は各付属物が別図になっ
ており、各構造物同⼠の隔離等の確認が困難である。相互の位置関係を泊するため
にBIM/CIMモデルを作成した。

• BIM/CIMソフトウェアのウォークスルー機能を活⽤し、⽀点部の狭隘空間等のにお
いて点検導線が確保されているか確認した。

効  果 • ２次元図⾯では別々の図⾯から⼲渉確認を⾏うが、モデル化することにより構造物
の取り付け位置が明確になり、桁本体と付属品を容易に⼲渉確認を⾏うことができ
た。

• 下部⼯はしごは⼀般的に製作時は現地地盤が未定であることから、製作漏れが発⽣
しやすい部材であるが、モデル化することにより⼯場製作漏れを防⽌することがで
きた。

• 部材が密集している⽀点周りに点検スペースが⼗分に確保できているかなど、点検
ルートの妥当性を確認することができた。

点検導線の確認

設計図書の照査

点検ルートに問題ないことを確認
（上部⼯検査路からはしごを使⽤して橋座⾯に移動し、
橋座⾯から下部⼯検査路を経由して地上⾯に降りる）

排⽔経路の確認とスラブドレーンおよび⽀持⾦具の⼲渉照査
→⼲渉がないことを確認

垂直補構材と排⽔⽀持⾦具⼲渉と修正


